
























度掲載する続編での課題としたい。

した。丸木船の未製品と

るが、紬先に当たる部分まで朝り抜かれ

てしまっていること、通常使われない堅くて震いヤマザク

ラを用いていることから未製品を否定する考えも併記され

ている(県教委・樹)県協会編 f琵琶湖流域下水道彦根長

浜処理誌東北部浄化センター建設に伴う松原内湖遺跡発摺

1992)。筆者は半載されている点から、金

沢市チカモ 1)遺跡などの環状木柱列で使われている半載木

柱の未製品と考え、ここに記した。

(8) ここでは生業・生産・流通・備蓄・賠住などの詩形態の

みならず集団の生成・維持の形態を含めたあり方を指すこ

とにする。

(9) M. サーリンズなどの解釈 (M. サーリンズ 1984) に

基づき、環境が持つ産出高の極大点や生産の技術的撞限よ

り、その経済能力を低く留める社会をここでは指す。豊か

さへの道は 2つある。一方は多く生産すること、他方は少

なく欲求することである。読者は拡大再生産傾向、後者が

ここでいう過少生産傾向だといえる。備蓄をしたり余剰を

持ったりすることを知らないわけではなく、一年中何らか

の形で満たされるが故にそれらを必要としていないヤーガ

ン族などを例に採ると、環境的・技術的な欲求充足の容易

さが過少生産傾向の条件とも言える。そういった意味で、

一次生産量の高い湖岸近接地はこの生活戦略にとって適地

である。一方、アイテムを増やさないもう一つの理由は、

獲得圧や季節的な減少によってやがて切迫する収穫逓減で

ある。それを解決するために遊動居住形態を採らねばなら

なく、貯は重荷となり、それ故にアイテムの所有・占存概

念をもたないに至る。当地域において、当段階の遊動居住

に関し得るような資料は検索できなかったが、近江全体で

観た場合、当段階は湖岸近接地と山中といった全く異なる

2つの環境に分布していることがうかがえる。つまり可能

性として、この岡地点を回遊しながらおそらく季節的な生

産量の減少に伴う収穫逓減を由避していたことも想定し得

る。選存体が比較的豊富に残る湖岸近接地において季箭性

の把握を試み検討して行くべき課題であろう。

同 佐々木高暁氏は人類学の立場から、農耕が行われていて

もそれが直ちにその社会を支えるほどの生産力を有すると

は限らないこと、取排水路や壊などを完備した f整った水

田」を基礎とする水田稲作農耕こそ耕地条件さえ整えば生

産力も大きくその社会を維持するに足る安定した金科の供

給を行い得ることを指摘した。そして上記のような「整っ

た水田J農耕以前に、 「初期的農耕」というべき類型を設

定した。これは生産の大半を「原初的水田J (濯概用水な

どを存さず、多雨ならば水田、小雨ならば畑となる耕地)

の農耕に依存するが安定性が十分でない、採集や漁携の比

重が高く年によってはその比重が逆転するものである。

従って余剰生産は十分でなく階層化や分業化が進んでいな

いといった特徴を有しており、縄文晩期の生業基盤にこの

ような水稲農耕が含まれていたことを指摘している(佐々

木高明 1981)。

制 ただし、ここにみたような遺跡群関の儲差も実は発掘調

査面績の差異に潜在的な原因がある可能性も存在する。

従って、どんな小規模な調査でも最小限のポイント(居住

施設・祭記遺構@祭詑遺物・希少性のある石材など)の有

燕は確認していく必要がある。そこで問題になるのは、近

年叫ばれつつある埋蔵文化財行政の効率化である。これま

での調査結果のみから遺跡ごとの重要性を半ば先験的に判

断し、調査執行の宥無や出土した資料保管の有無を決定す

る方向性が芽生えるならば これから問題にしたい課題の

検証や反証は不可能になる。遺憾である o

M 祭紀には秘守的なあり方を採るタイプのほかに顕示する
こと となるタイプが存在している。壮大な山

鉾や遠くヨーロッパから取り寄せたタベストリーなどを誇

らしげに顕示する祇閤祭は後者の部類であろう。第 3段

階・第4段階の 1B群・ 2B群で行われた祭紀も後者のタ

イプに類するものであったかも知れない。

同 共同体成員が共通に崇拝する超自然的存在(または神)

と特権的に交流できる立場(王ないし首長)に、共同体成

員からの財・労鱒力提供が集約し、そこから再び共同体成

員に対して財・サーピスが払い戻されるといったシステム

(栗本慎一郎 1995) をここではその第一義とする。なお、

そこで重要になる交易システムには(a)玉突き的交易と(b)交

易センターを介する交易といった 2つの類型が存在する。

(a)の場合は産地からの距離に伴い交易品の景が逓減し、 (b)

の場合は産出地からの距離とは無関係に交易品の多寡が現

れるといった事象上の特性がある。 (b)の存在については、

縄文時代の省材流通システムにおいて小杉康氏が指摘して

いる(小杉康 γ黒曜石産出地における採掘活動の復元一

長野巣鷹山遺跡群の調資j日本文化財科学会第11回大会研

究発表要旨集.n 1994)。これらのこととRenfrewらの成

果 (Renfrew，Colin and Paul Bahn :Archaeology theories， 

Methodes and Practice. Thames and Hudson， London. 

1991) を踏まえた泉拓良氏は、 (b)のケースにおいて地域内

での再分配や市場が存在する可能性を想定

も集落間の階層差や首長制の存在を考える必要性を述べた

q，山

易、 「拠点集落」








